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学
び
や
生
き
方
は
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

よ
り
良
い
未
来
を
ひ
ら
く
実
学
教
育

千
葉
商
科
大
学　

C
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niversity of C
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m
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地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
！

千
葉
・
山
武
市
で
の
取
り
組
み

「
つ
づ
く
未
来
に
思
い
を
は
せ
る
」と
大

き
く
描
か
れ
た
の
は
、千
葉
県
山
武
市
に

広
が
る
水
田
の一
角
。豊
か
に
実
っ
た
稲
穂

が
彩
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
、訪
れ
た
鑑
賞

者
は
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
を

記
念
し
て
２
０
２
３
年
に
行
わ
れ
た
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
で
、企
画
・
運
営
を
人
間
社
会

学
部
・
勅
使
河
原
隆
行
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
担
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同
年
２
月

か
ら
始
ま
り
、地
元
農
家
の
協
力
の
も
と
、

色
の
異
な
る
７
種
類
の
苗
を
種
か
ら
育

て
た
。５
月
に
は
地
元
小
学
生
と
と
も
に

田
植
え
を
行
い
、千
葉
県
知
事
立
会
い
の

も
と
水
田
で
結
婚
式
も
開
催
。
７
月
に

は
見
頃
を
迎
え
た
ア
ー
ト
を
披
露
す
る

鑑
賞
祭
を
行
い
、９
月
の
稲
刈
り
に
は
学

生
や
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
、外
国
人
な

ど
も
参
加
し
、多
様
性
や
地
域
共
生
社

会
を
体
現
し
た
収
穫
祭
と
な
っ
た
。

地
域
で
学
び
、身
に
つ
け
た
力
を

地
域
の
課
題
解
決
に
活
か
す

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
勅
使
河
原
ゼ
ミ

を
中
心
に
、人
間
社
会
学
部
の
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。ゼ
ミ
で
は
２

０
１
４
年
か
ら
山
武
地
域
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
の一

人
で
あ
る
小
川
真
優
さ
ん
は
、山
武
市
出

身
の
４
年
生
だ
。

「
小
学
生
の
頃
か
ら
学
生
に
よ
る
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
も
参
加
し
て
地
元
に
貢
献
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、千
葉
商
科
大
学
へ

の
進
学
を
決
め
ま
し
た
」

入
学
後
す
ぐ
に
、念
願
だ
っ
た
「
さ
ん

む
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
。

山
武
市
産
の
ね
ぎ
な
ど
の
特
産
品
を
使

い
学
生
が
企
画
開
発
し
た
商
品
を
、各
地

の
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
出
店
・
販
売
し
た
。「
お

客
様
に
商
品
を
通
し
て
地
元
で
あ
る
山

武
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、地
域
へ

の
愛
着
と
関
心
が
よ
り
高
ま
り
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
地
域
と
向
き
合
い
、経
験
を

重
ね
た
小
川
さ
ん
は
、山
武
市
役
所
に
内

定（
２
０
２
５
年
２
月
時
点
）。
４
月
か
ら

は
市
職
員
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
と
語
る
。

社
会
福
祉
学
を
専
門
と
す
る
勅
使
河

原
教
授
は
、商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、学
生
と
と
も
に
地
域
活
性
化
や
復

興
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
が
形
に
な
る
と
、

学
生
も
地
域
の
人
々
も
喜
ぶ
。
そ
こ
か
ら

新
た
な
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、次
の

社会で実践的に学ぶ「実学」を重んじ、
“社会が必要とする大学”をめざして進
化し続ける千葉商科大学。「アクティブ・
ラーニング」を通じて地域活性化に挑
むあるプロジェクト活動と、2025年4月
にはじまる新しい学びを紹介する。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域

で
活
動
し
た
学
生
は
確
実
に
成
長
し
、社

会
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
す
る
能
力
を

身
に
つ
け
、卒
業
後
も
地
域
に
貢
献
す
る

道
を
歩
ん
で
い
く
。
そ
ん
な
好
循
環
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
」と
勅
使
河
原
教
授

は
語
る
。

自
分
で
選
ぶ
、だ
か
ら
成
長
す
る

主
体
性
を
育
む
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

建
学
以
来
、「
実
学
教
育
」を
根
幹
に

据
え
た
千
葉
商
科
大
学
は
、実
学
を
通

じ
て
よ
り
良
い
未
来
を
創
造
し
続
け
て

き
た
。
前
述
の
人
間
社
会
学
部
や
各
学

部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、「
Ｃ
Ｕ
Ｃ
全
学

共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
、実
践
か
ら
社
会

課
題
に
挑
む「
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
」

に
多
く
の
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
人
材

（右）世代や地域、国籍の垣根を
越えた多くの人々がともに農を体
験し、食やアートを通じて交流する
ことで、多様性の理解や地域共
生社会の実現をめざし、田んぼア
ートが描かれた。  （左）収穫された
お米は、小学生との蒸しパン作り
などに使われたり、社会福祉法人
に寄贈されたりした。
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先
進
的
な
分
野
の
学
び
で

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
な
「
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
＋（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン・サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ・
ト
ラ
ス
ト
・
グ
ロ
ー
バ
ル
）」の
４
つ
の

軸
に
基
づ
い
た
、全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
た
こ
と
も
改
革
の
大
き
な

特
長
だ
。

「
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
学
部
で
身
に
つ
け
る
専
門
性
に
加
え

て
、こ
れ
か
ら
の
時
代
で
必
要
と
さ
れ
る

知
識
・
ス
キ
ル
を
、必
要
に
応
じ
て
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

群
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も

の
の
見
方
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
留
学
を

め
ざ
す『
グ
ロ
ー
バ
ル
分
野
』、②
プ
ロ
グ
ラ

を
育
成
す
る
た
め
に
、２
０
２
５
年
４
月

か
ら
は
学
び
の
体
制
を
４
学
部
６
学
科

に
改
組
し
、実
学
教
育
を
さ
ら
に
未
来

志
向
の
学
び
へ
強
化
す
る
。
大
学
本
部

長・
入
学
セ
ン
タ
ー
長
の
出
水 

淳
氏
に
改

革
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
狙
い
を
聞
い
た
。

「
自
分
で
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
、そ

ん
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

所
属
す
る
学
部
・
学
科
の
領
域
を
越
え

た
自
由
な
学
び
方
が
可
能
に
な
り
、興
味

関
心
に
合
わ
せ
て
主
体
的
に
選
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
学
科
の
学
び

に
集
中
し
て
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
も
、

複
数
の
領
域
の
学
び
を
組
み
合
わ
せ
て

自
分
ら
し
い
未
来
を
ひ
ら
く
こ
と
も
、学

生
自
身
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

し
か
し
、学
生
に
は
自
分
の
学
び
た
い

こ
と
や
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
模
索
す
る
機

会
や
時
間
も
必
要
で
あ
る
。そ
こ
で
新
設

さ
れ
る
の
が「
自
分
未
来
ゼ
ミ
」だ
。

「
１
年
次
の
必
修
科
目
と
し
て
、大
学

４
年
間
の
姿
と
そ
の
先
の
未
来
を
考
え

る
授
業
を
、全
学
部
混
成
の
ク
ラ
ス
で
行

い
ま
す
。デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
交
え
、自
身

や
他
者
を
深
く
理
解
し
な
が
ら
、学
び
た

い
こ
と
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
が
提

供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
た
だ
こ
な
す
だ

け
よ
り
も
、学
生
が
主
体
的
に
選
び
、学

ん
だ
こ
と
の
方
が
よ
り
成
長
に
つ
な
が
る

は
ず
で
す
。学
び
や
未
来
を
自
分
で
選
ぶ

た
め
の
土
台
を
、自
分
未
来
ゼ
ミ
で
固
め

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

千葉商科大学

1928年設立の巣鴨高等商業学校を前身とし、1950年に千葉商
科大学として、商学部商学科を開設。2025年4月からは商経学
部、総合政策学部、サービス創造学部、人間社会学部の4学部6
学科体制へ。独自の実学教育は内外から高い評価を受けてい
る。同大学の学生を積極的に採用する「CUCアライアンス企
業」約1060社（2024年11月現在）との提携や資格取得サポート
等、キャリアサポートにおいても高い実績を誇る。

●DATA
千葉県市川市国府台1-3-1
TEL 047-373-9701（入学センター）

https://www.cuc.ac.jpURL
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「高校生までは積極的に行動する生徒で
はなかった」と語る小川さん。大学では、商
品開発や長期的な田んぼアートプロジェク
トに携わり、住民や生産者、企業、自治体
など、多様な人と関わりながら、地域の課
題と向き合うように。また、山武市役所で
のインターンシップに参加したことで、地元
で働くことへの想いを強めていった。

人間社会学部
人間社会学科 ４年
千葉県立
四街道高等学校 出身
小川 真優 さん

ミ
ン
グ
や
シ
ス
テ
ム
開
発
を
学
び
、情
報

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
を
め
ざ
す
『
情

報・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
』、③
よ
り
良

い
人
生
を
送
る
た
め
に
、自
分
の
価
値
観

に
沿
っ
て
強
み
を
活
か
せ
る
働
き
方
を
見

つ
け
る『
キ
ャ
リ
ア
分
野
』、④
総
合
的
な

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
公
務
員
試

験
の
出
題
範
囲
を
学
ぶ『
総
合
教
養
分

野
』の
４
つ
が
あ
り
ま
す
」と
、出
水
氏
。

自
ら
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
自
由
に
学

び
を
選
び
、取
り
組
む
こ
と
で
、自
分
ら

し
い
未
来
を
ひ
ら
く
こ
と
が
狙
い
だ
。

自
分
で
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
し
、主
体

的
に
行
動
す
る
人
材
、そ
し
て
社
会
課

題
を
解
決
に
導
く
人
材
を
育
て
な
が
ら
、

千
葉
商
科
大
学
は
「
社
会
が
必
要
と
す

る
大
学
」へ
と
進
化
し
続
け
る
。

地域の課題に取り組むコミュニティ・ベースド・ラーニング

学生が考案し、生産者や企業とともに
開発したドレッシングやコーヒーなどを
各地で出店し販売している。「プロジェ
クトに参加し、マルシェなどでレシピの配
布や試食を実施しながら商品を販売し
ました。多くのお客様に山武市の魅力
や学生の取り組みをアピールすること
で、プレゼンテーション能力が鍛えられま
した」

学生開発商品を
マルシェで対面販売

3年生になり、勅使河原ゼミのメンバー
として企画・運営を担った田んぼアート
は、千葉県主催の一大イベントに。「種
まきから稲刈りまで何度も山武に通い、
その都度出てくる課題の解決をしてい
く中で、自分たちで考える力も身につい
たと感じています。イベントではたくさん
の参加者や地域の方とのコミュニケー
ションの機会に恵まれました」

千葉県誕生150周年記念
田んぼアート in 山武市

学生が開発した商品は、大学からほど
近い「道の駅いちかわ」で常設販売が
はじまり、注目を集めている。「売れ行き
などを見ながら、陳列方法やポップのデ
ザインなどを試行錯誤し、常に売り場を
アップデートさせています」。商品にまつ
わる“ストーリー”から社会課題を広く知
ってもらい、解決につなげることを、売り
場作りでも強く意識している。

「道の駅いちかわ」に
常設ブースを設置

大学で学び、現場で実践する
地域とともに成長する４年間


